
◇
三
郷
市
人
事
（
４
月

１
日
付
）
【
部
長
級
】
総

務
部
長
（
財
務
部
長
）
平

川
俊
之
▽
危
機
管
理
監

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

松
本
義
博
▽
財
務
部
長

（
福
祉
部
長
）
妹
尾
安
浩

▽
市
民
生
活
部
長
（
市
民

経
済
部
長
）
小
暮
勲
▽
地

域
振
興
部
長
（
総
務
部
理

事
兼
副
部
長
兼
人
事
課

長
）
田
中
照
久
▽
い
き
い

き
健
康
部
長
（
ス
ポ
ー
ツ

健
康
部
長
）
益
子
敏
幸
▽

い
き
い
き
健
康
部
理
事

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
担

当
）
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
部

理
事
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

策
担
当
）
）
森
泰
子
▽
い

き
い
き
健
康
部
理
事
兼

副
部
長
（
福
祉
部
参
事
兼

長
寿
い
き
が
い
課
長
）
原

山
千
恵
▽
福
祉
部
長
（
福

祉
部
副
部
長
兼
生
活
ふ

く
し
課
長
）
横
田
隆
宏
▽

福
祉
部
付
理
事
社
会
福

祉
協
議
会
派
遣
（
福
祉
部

付
参
事
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
）
浅
井
富
雄
▽
ま

ち
づ
く
り
推
進
部
長
（
ま

ち
づ
く
り
推
進
部
参
事

兼
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
長
）

城
津
守
▽
水
道
部
長
（
危

機
管
理
監
）
浮
田
勝
之
▽

消
防
長
（
消
防
本
部
次
長

兼
消
防
総
務
課
長
）
山
本

浩
文
▽
学
校
教
育
部
長

（
学
校
教
育
部
参
事
兼
指

導
課
長
）
菅
原
成
之
▽
議

会
事
務
局
長
（
総
務
部
長
）

島
村
徹
▽
行
政
委
員
会

事
務
局
長
兼
監
査
委
員

事
務
局
長
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
兼
農

業
委
員
会
事
務
局
長
（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
）
石
井
富
貴
和

【
退
職
】
三
瓶
正
宣
（
市

民
経
済
部
付
理
事
文
化

振
興
公
社
派
遣
）
▽
藤
丸

譲
司
（
水
道
部
長
）
▽
浅

香
一
雄
（
消
防
長
）
▽
魚

躬
隆
夫
（
学
校
教
育
部
長
）

▽
渡
辺
健
（
議
会
事
務
局

長
）
▽
森
里
美
（
監
査
委

員
事
務
局
長
）
＝
３
月
31

日
付

◇
松
伏
町
人
事
（
４
月

１
日
付
）
【
課
長
級
】
総

務
課
地
域
安
全
室
長
（
新

市
街
地
整
備
課
主
幹
）
大

貫
孝
司
▽
企
画
財
政
課

人
権
推
進
室
長
併
任
公

平
委
員
会
事
務
職
員
（
ま

ち
づ
く
り
整
備
課
主
席

主
幹
）
岩
本
等
▽
教
育
総

務
課
主
席
指
導
主
事
（
教

育
総
務
課
主
任
指
導
主

事
）
柳
橋
知
佳
子

【
退
職
】
梅
原
秀
人

（
企
画
財
政
課
人
権
推
進

室
長
併
任
公
平
委
員
会

事
務
職
員
）
＝
３
月
31
日

付
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新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

パ
ソ
コ
ン
で

こ
の
紙
面
を
作

成
し
て
い
た
ら

突
然
大
き
な
警

告
音
が
鳴
り
、

画
面
い
っ
ぱ
い

に
訳
の
わ
か
ら
な
い
ペ
ー

ジ
が
広
が
っ
た
。

「
ア
ナ
タ
の
パ
ソ
コ

ン
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
カ

ン
セ
ン
し
ま
し
た
。
ト

ロ
イ
の
木
馬
で
す
。
除

去
し
な
い
と
タ
イ
ヘ
ン

な
こ
と
に
な
り
ま
す
」
。

〝
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
〟

の
執
行
役
員
と
称
す
る

男
性
が
た
ど
た
ど
し
い

日
本
語
で
促
す
。

信
用
さ
せ
る
た
め
か

顔
写
真
も
送
り
つ
け
て

き
た
。
写
真
の
役
員
は

実
在
す
る
よ
う
だ
が
、

落
ち
着
い
て
考
え
れ
ば
、

執
行
役
員
の
エ
ラ
イ
さ

ん
が
末
端
の
実
務
を
処

理
す
る
訳
が
な
い
。

最
近
「
ウ
イ
ル
ス
が

検
出
さ
れ
た
」
と
偽
り

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
口
実

に
現
金
を
騙
し
取
る
犯

罪
が
横
行
す
る
と
か
。

ア
ラ
ー
ム
で
慌
て
さ
せ

考
え
る
余
裕
を
与
え
な

い
手
口
は
振
り
込
め
詐

欺
と
酷
似
。
ご
用
心
を
！

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

横田 隆宏原山 千恵山本 浩文城津 守

菅原 成之浅井 富雄

大貫 孝司柳橋知佳子

渡辺 健

58歳

◇
三
郷
市
副
市
長
（
議

会
事
務
局
長
）前田 秀明

58歳

◇
八
潮
市
副
市
長
（
企
画
財

政
部
長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
）

特

別

職

人

事

（
４
月
１
日
付
）

越
谷
商
工
会
議
所
人
事

（
４
月
１
日
付
）

◇
専
務
理
事
（
越
谷
市
議
会
事

務
局
長
▽
市
長
公
室
政
策
監
）

橋本 勝文

60歳

◇
草
加
市
副
市
長
（
県

報
道
長
付
副
報
道
長
）

髙橋 理絵

53歳

ハ

ナ

ミ

ズ

キ

秋
元
安
紀
元
県
議
（
右
か
ら
３
人
目
）
も
出
席
。
法
人

化
を
話
し
合
う
メ
ン
バ
ー
（
右
隣
は
卯
原
義
夫
会
長
）

ふ
る
さ
と
の
川
を
取
り
戻
そ
う
！

７
月
か
ら
市
民
活
動
を
本
格
化

綾
瀬
川
水
系
浄
化
運
動
委
員
会

草
加
市
内
を
流
れ
る

綾
瀬
川
水
系
の
浄
化
を

目
指
す
市
民
団
体
「
同

水
系
浄
化
運
動
委
員
会
」

（
卯
原
義
夫
会
長
）
は

４
月
23
日
会
合
を
開
き
、

７
月
上
旬
ま
で
に
団
体

の
一
般
社
団
法
人
化
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
を
決

め
た
。

検
討
さ
れ
て
い
る
事

業
活
動
は
、
①
浄
化
賛

同
へ
の
署
名
活
動
の
展

開
②
金
融
機
関
を
窓
口

と
し
た
募
金
活
動
③
行

政
当
局
に
対
す
る
神
明

排
水
機
場
の
浄
水
場
切

替
え
を
求
め
る
要
望
ー

な
ど
。

浄
化
運
動
委
相
談
役

の
秋
元
安
紀
・
元
県
議

は
「
市
民
に
よ
る
草
の

根
運
動
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
。
石
井
啓
一
・

元
国
交
大
臣
に
も
最
高

顧
問
に
な
っ
て
も
ら
う

予
定
だ
。
草
加
生
ま
れ

の
私
と
し
て
も
ぜ
ひ
実

現
し
た
い
」
と
話
す
。
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

５月14日(日)は新聞製作が休みのため

15日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす

ＵＵＲＲＬＬ：：ｈｈｔｔｔｔｐｐｓｓ：：／／／／ｍｍａａｉｉｎｎｉｉｃｃｈｈｉｉ．．ｊｊｐｐ／／

５月15日のテレビ・ラジオ番組欄は14日の朝刊に掲載します

次号６月は

11日(日)

発行予定

（1）

５５月月11 44 日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所
世界で活躍 バレエダンサー

草加出身 川西凜空さん19歳

り く

ルーマニア ブカレスト国立歌劇場所属

道

化

師

を

演

じ

る

川

西

さ

ん

＝
「
白
鳥
の
湖
」
ス
テ
ー
ジ
で
。

３歳でバレエを始め、草加市立

氷川小の卒業文集で「将来の夢は

世界に羽ばたくバレエダンサー」

と綴った川西凜空さん（19）。あ

れから７年。いまルーマニアの首

都ブカレスト国立歌劇場のバレエ

団に所属、脚光を浴びている。

小学生時代から国内の各種競技

会で優勝するなど頭角を示し、関

係者から「表現力が豊かで、役に

成りきる才能がある」と評された。

中１のとき、熊川哲也さん主宰

のＫバレエスクールに入り、高３

にはオーストリア・ウイーンで開

催のバレエプログラミングに参加。

この１年間の留学で才能を開花さ

せた。

２０２２年のヨーロピアン・バ

レエ・グランプリでは見事に優勝。

昨年５月開催のヘルシンキ―国際

バレエコンクールでも並み居る強

豪と共に難関のファイナリスト入

りを果たした。

ブカレストではときに週３回の

異なる演目があり、多彩な登場人

物をこなす。凜空さんは「表現力

を磨き、更なる高みを目指したい」

と、異国の地で熱き血を燃やす。



◇
八
潮
市
人
事
（
４
月
１

日
付
）
【
部
長
級
】
企
画

財
政
部
長
（
健
康
福
祉
部

長
兼
福
祉
事
務
所
長
）
香

山
庸
子
▽
総
務
部
長
（
市

民
活
力
推
進
部
長
）
鈴
木

圭
介
▽
健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長
（
健
康

福
祉
部
副
部
長
）
遠
藤
雅

之
▽
子
ど
も
家
庭
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長
（
子
育

て
福
祉
部
副
部
長
兼
子

育
て
支
援
課
長
）
小
林
健

一
▽
生
活
安
全
部
長
（
教

育
総
務
部
長
）
荒
浪
淳
▽

市
民
活
力
推
進
部
長
（
市

民
活
力
推
進
部
副
部
長

兼
都
市
農
業
課
長
兼
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
田

口
周
一

▽
建
設
部
長

（
建
設
部
副
部
長
兼
市
営

住
宅
課
長
）
金
子
和
広
▽

都
市
整
備
部
長
（
都
市
デ

ザ
イ
ン
部
副
部
長
）
小
倉

達
也
▽
都
市
整
備
部
理

事
（
国
土
交
通
省
よ
り
派

遣
）
春
山
大
樹
▽
会
計
管

理
者
（
総
務
部
副
部
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
書
記

長
）
熊
倉
祐
司
▽
監
査
委

員
事
務
局
長
兼
公
平
委

員
会
（
生
活
安
全
部
長
）

中
西
恵
一
▽
教
育
総
務

部
長
（
教
育
総
務
部
副
部

長
兼
教
育
総
務
課
長
）
千

葉
靖
志
▽
学
校
教
育
部

長
（
埼
玉
県
よ
り
派
遣
）

猪
原
誠
一

［［
退退
職職
］］
前
田
秀
明
（
企

画
財
政
部
長
）
▽
峯
岸
恒

元
（
総
務
部
長
）
▽
津
村

哲
郎
（
子
育
て
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長
）
▽
荒

川
俊
（
建
設
部
長
）
▽
中

村
史
朗
（
都
市
デ
ザ
イ
ン

部
長
）
▽
宮
下
泰
朗
（
会

計
管
理
者
）
▽
石
塚
清

（
監
査
委
員
事
務
局
長
兼

公
平
委
員
会
）
＝
３
月
31

日
付
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４
月
の
初
め
、
別
府
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
言
え

る
「
別
府
八
湯
温
泉
ま
つ
り
」
を
見
に
行
っ
て
き
た
。

例
年
、
４
月
第
１
週
の
週
末
を
中
心
に
開
催
。
今
年
は

１
０
９
回
目
で
、
３
月
31
日
の
金
曜
か
ら
、
４
月
３
日

の
月
曜
ま
で
４
日
間
行
わ
れ
た
。
む
、
ち
ょ
っ
と
待
て

よ
。１

０
９
回
目
!?
と
い
う
こ
と
は
、
毎
年
１
回
行
わ
れ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
も
う
１
０
９
年
間
も
続
い
て
い
る

わ
け
だ
。
随
分
と
歴
史
あ
る
行
事
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
、
詳
し
く
調
べ
て
み
た
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
１
９

１
０
年
（
明
治
43
年
）
に
現
在
の
別
府
商
工
会
議
所
の

前
身
、
別
府
商
業
会
が
「
温
泉
市
大
売
り
出
し
」
と
し

て
企
画
し
、
農
閑
期
の
11
月
に
開
催
し
た
の
が
始
ま
り

だ
と
い
う
。

そ
の
後
、
大
正
・
昭
和
の
時
代
を
経
て
、
祭
り
の
名

称
が
変
わ
り
、
戦
時
中
の
一
時
中
断
を
挟
ん
で
、
現
在

の
「
別
府
八
湯
温
泉
ま
つ

り
」
に
改
称
し
た
の
が
２

０
０
１
年
（
平
成
13
年
）

の
こ
と
。
以
来
、
別
府
八

湯
の
豊
か
な
温
泉
の
恵
み

に
、
感
謝
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
た
。

４
日
間
の
祭
り
を
通
し

て
、
最
大
か
つ
最
も
人
気

の
あ
る
祭
り
が
「
湯
ぶ
っ

か
け
ま
つ
り
」
で
、
文
字

通
り
温
泉
の
湯
を
ぶ
っ
か

け
る
。
今
年
は
４
月
２
日

の
日
曜
、
午
後
３
時
開
始

だ
っ
た
の
で
、
当
日
少
し

早
め
に
家
を
出
て
電
車
に

乗
り
、
３
時
前
に
別
府
駅

で
下
車
。
駅
前
通
り
を
見

る
と
、
す
で
に
大
勢
の
人

で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

車
の
通
行
を
禁
止
し
た
通

り
の
歩
道
に
は
見
物
人
、
車
道
に
は
神
輿
を
担
ぐ
人
の
群
れ
で
準
備
万

端
の
様
子
。
そ
し
て
午
後
３
時
、
大
音
響
で
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
鳴
り
出
す
と
、

一
斉
に
ホ
ー
ス
か
ら
温
泉
の
湯
が
吹
き
上
が
っ
た
。
歩
道
の
見
物
人

か
ら
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
の
は
、
そ
の
時
で
、
温
泉
の
湯
が
神
輿
に
向

け
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
歩
道
に
も
ぶ
ち
ま
か
れ
た
の
だ
か
ら
。

ホ
ー
ス
か
ら
吹
き
出
さ
れ
る
温
泉
湯
は
、
塊
の
状
態
で
空
か
ら
降

り
注
が
れ
る
の
で
、
神
輿
の
担
ぎ
手
だ
け
で
な
く
、
見
物
人
の
中
に

も
頭
か
ら
足
元
ま
で
、
ず
ぶ
濡
れ
状
態
の
人
が
続
出
。
約
30
分
の
間

に
ぶ
っ
か
け
ら
れ
た
温
泉
の
湯
は
、
な
ん
と
60
㌧
を
超
す
量
と
か
。

放
水
ホ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
温
泉
水
鉄
砲
や
温
泉
水
爆
弾
も
乱
れ
飛

ん
で
、
終
盤
に
は
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
最
高
潮
に
達
し
、
ほ
ぼ
狂
乱
状
態

に
。い

や
は
や
、
祭
り
と
言
っ
て
も
単
な
る
祭
り
で
は
な
く
、
奇
祭
そ

の
も
の
。
終
わ
っ
た
後
に
思
っ
た
の
だ
が
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
人

た
ち
は
、
そ
の
後
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
っ
、
そ
う
か
。
市
内

に
は
至
る
と
こ
ろ
に
共
同
温
泉
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
す
ぐ
に
駆
け
込

め
ば
、
風
邪
も
ひ
か
ず
に
済
む
か
‥
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
22002233・・５５・・1144

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

「
湯
ぶ
っ
か
け
ま
つ
り
」

熊倉 祐司千葉 靖志小倉 達也金子 和広

遠藤 雅之田口 周一小林 健一春山 大樹猪原 誠一

世

界

各

国

の

食

材

・

雑

貨

が

あ

り

ま

す

ハ
ラ
ー
ル
屋
台
村

八八

潮潮

スス

タタ

ンン

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

八
潮
市
八
潮
４
ー
８
ー
10

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
ハ
ラ
ー
ル

食
品
を
扱
う
フ
ー
ド
コ
ー

ト
併
設
の
ス
ー
パ
ー
マ
ケ
ッ

ト
が
３
月
、
八
潮
市
内
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
広
い
フ
ー

ド
コ
ー
ト
は
宗
教
、
国
籍

に
関
係
な
い
客
が
絶
え
る

こ
と
な
く
賑
わ
っ
て
い
た

＝
写
真
。

経
営
者
の
味
庵
・
ラ
ム

ザ
ン
・
シ
デ
ィ
ー
ク
さ
ん

（
54
）
は
、
「
こ
れ
ま
で

ハ
ラ
ー
ル
食
堂
の
客
層
は

単
身
者
が
多
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
家
族
連
れ
が
気
軽

に
こ
れ
る
店
を
開
業
し
た

か
っ
た
」
と
話
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
牛
肉
・

ト
リ
肉
、
チ
キ
ン
ソ
ー
セ
ー

ジ
や
ナ
ゲ
ッ
ト
、
調
味
料
、

果
物
の
ほ
か
、
女
性
の
ブ

ル
カ
等
を
販
売
。
「
食
堂

の
献
立
は
日
本
人
に
も
配
慮
。

市
場
も
品
揃
い
が
十
分
」
と
、

草
加
商
工
会
議
所
の
立
澤
恭

子
さ
ん
は
高
評
価
し
た
。

空
か
ら
大
量
の
湯
が
降
り
注
ぐ

「
湯

ぶ

っ

か

け

ま

つ

り

」

◇
越
谷
市
人
事
（
４
月

１
日
付
）
【
部
長
級
】
危

機
管
理
監
（
建
設
部
副
参

事
兼
河
川
課
長
）
湊
谷
達

也
▽
行
財
政
部
長
（
行
財

政
部
副
部
長
兼
財
政
課

長
）
野
口
裕
子
▽
地
域
共

生
部
長
（
総
合
政
策
部
副

部
長
兼
政
策
課
長
）
山
元

雄
二
▽
子
ど
も
家
庭
部

長
（
保
健
医
療
部
副
部
長

兼
保
健
総
務
課
長
）
富
岡

章
▽
環
境
経
済
部
長
兼

資
源
循
環
推
進
課
長
（
都

市
整
備
部
副
部
長
兼
都

市
計
画
課
長
）
田
中
祐
行

▽
越
谷
市
立
病
院
診
療

部
副
診
療
部
長
兼
内
科

部
長
（
越
谷
市
立
病
院
診

療
部
診
療
部
門
内
科
部

長
）
蒔
田
雄
一
郎
▽
越
谷

市
立
病
院
診
療
部
診
療

部
門
泌
尿
器
科
部
長
（
越

谷
市
立
病
院
診
療
部
診

療
部
門
泌
尿
器
科
副
科

部
長
）
横
田
英
介
▽
越
谷

市
立
病
院
診
療
部
診
療

部
門
麻
酔
科
参
事
（
越
谷

市
立
病
院
診
療
部
副
診

療
部
長
）
伊
藤
雄
策
▽
越

谷
市
立
病
院
看
護
部
長

（
越
谷
市
立
病
院
看
護
部

副
看
護
部
長
）
八
木
下
由

美
子
▽
消
防
長
（
地
域
共

生
部
長
）
中
井
淳
▽
議
会

事
務
局
長
（
議
会
事
務
局

次
長
兼
議
事
課
長
）
松
村

一
男
▽
教
育
総
務
部
長

（
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

事
務
局
次
長
兼
総
務
課

長
兼
議
会
事
務
局
長
兼

監
査
委
員
書
記
長
兼
公

平
委
員
会
書
記
長
）
小
泉

隆
行
▽
越
谷
・
松
伏
水

道
企
業
団
事
務
局
長
（
子

ど
も
家
庭
部
長
）
松
尾
雄

一
【
退
職
】
石
渡
敏
幸

（
危
機
管
理
監
）
▽
永
福

徹
（
行
財
政
部
長
）
▽
鈴

木
正
明
（
環
境
経
済
部
長
）

▽
石
井
義
之
（
越
谷
市
立

病
院
診
療
部
診
療
部
門

泌
尿
器
科
部
長
）
▽
松
岡

理
奈
（
越
谷
市
立
病
院
診

療
部
診
療
部
門
耳
鼻
咽

喉
科
部
長
）
▽
高
橋
尚
美

（
越
谷
市
立
病
院
看
護
部

長
）
▽
金
田
敬
司
（
消
防

長
）
▽
橋
本
勝
文
（
議
会

事
務
局
長
）
▽
鈴
木
功

（
教
育
総
務
部
長
）
▽
石

坂
正
幸
（
越
谷
・
松
伏
水

道
企
業
団
事
務
局
長
）
＝

３
月
31
日
付

◇
草
加
市
人
事
（
４
月

１
日
付
）
【
部
長
級
】
自

治
文
化
部
長
（
自
治
文
化

部
副
部
長
兼
健
康
福
祉

部
特
命
参
事
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
担
当
）
）

山
中
崇
之
▽
市
民
生
活

部
長
（
市
民
生
活
部
副
部

長
兼
健
康
福
祉
部
特
命

参
事
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
担
当
）
）
菅
沼

茂
夫
▽
会
計
管
理
者
（
上

下
水
道
部
副
部
長
兼
健

康
福
祉
部
特
命
参
事
（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
担
当
）
）
山
岡
和
彦
▽

市
立
病
院
副
院
長
（
市
立

病
院
副
院
長
兼
医
療
情

報
部
長
）
西
岡
良
薫
▽
市

立
病
院
副
院
長
兼
脳
神

経
外
科
部
長
兼
医
療
情

報
部
長
（
市
立
病
院
副
院

長
兼
脳
神
経
外
科
部
長
）

新
井
俊
成
▽
市
立
病
院

副
院
長
兼
医
療
安
全
部

長
兼
医
療
安
全
管
理
室

長
（
市
立
病
院
診
療
部
長

兼
泌
尿
器
科
部
長
兼
医

療
安
全
部
長
兼
医
療
安

全
管
理
室
長
）
鎌
田
成
芳

▽
市
立
病
院
事
務
部
長

（
市
立
病
院
事
務
部
副
部

長
兼
地
域
医
療
連
携
相

談
室
長
）
関
根
朗
▽
教
育

総
務
部
長
（
市
民
生
活
部

長
）
福
島
博
行

【
退
職
】
高
橋
知
之

（
自
治
文
化
部
長
）
▽
青

木
裕
（
教
育
総
務
部
長
）

＝
３
月
31
日
付

◇
吉
川
市
人
事
（
４
月

１
日
付
）
【
部
長
級
】
教

育
総
務
部
長
（
教
育
部
副

部
長
兼
教
育
総
務
課
長
）

岡
﨑
久
詩

【
退
職
】
中
村
詠
子
（
教

育
部
長
）
＝
３
月
31
日
付
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明日の夢を創る

頭
上
で
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
が
う
る
さ
い

ほ
ど
に
鳴
い
て
い
る
。
遠
く
か
ら
は
ウ

グ
イ
ス
の
澄
ん
だ
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

野
辺
に
眼
を
移
す
と
黄
色
や
白
な
ど
の

花
を
咲
か
せ
た
名
も
知
ら
ぬ
山
野
草
を

目
に
し
た
。
盆
地
の
丘
陵
を
探
索
し
て

い
る
と
う
ず
く
ま
り
小
さ
な
野
草
に
カ

メ
ラ
を
向
け
て
熱
心
に
撮
影
す
る
初
老

の
男
性
を
発
見
。

私
も
所
属
す
る
「
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
」
代
表
者
の
清
水
孝
資
さ
ん
だ
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
三
十
五
年
前
「
自
然
を

守
り
な
が
ら
の
活
用
も
考
え
よ
う
」
と

数
人
の
仲
間
で
活
動
を
始
め
た
。
動
植

物
、
渡
り
の
蝶
で
知
ら
れ
る
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
、
両
生
類
、
ホ
タ
ル
、
キ
ノ
コ
な

ど
を
研
究
す
る
人
ら
の
関
心
を
集
め
各

部
会
を
立
ち
上
げ
そ
れ
ぞ
れ
が
知
識
を

高
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
清
水
さ
ん
は
植
物
と
秩
父
の

祭
り
を
テ
ー
マ
に
今
の
自
然
と
郷
土
で
伝

承
さ
れ
る
祭
礼
を
記
録
す
る
の
に
追
わ
れ

て
い
る
。
祭
り
に
つ
い
て
は
５
年
前
に
地

元
百
貨
店
の
創
業
二
百
七
十
年
の
特
別
企

画
と
し
て
「
秩
父
の
ま
つ
り
写
真
展
」
を

開
催
し
た
。

「
塚
越
の
花
ま
つ
り
」
（
秩
父
市
上
吉

田
）
か
ら
「
浦
山
の
獅
子
舞
」
（
秩
父
市

浦
山
）
「
秩
父
夜
祭
」
（
秩
父
市
）
な
ど

九
十
二
か
所
で
伝
承
さ
れ
る
主
な
祭
り
を

写
真
で
紹
介
。
記
録
写
真
は
話
題
を
呼
び

５
日
間
の
会
期
中
は
連
日
大
盛
況
で
関
心

を
集
め
た
。

植
物
は
今
年
夏
ご
ろ
を
め
ど
に
「
秩
父

山
野
の
花
」
（
仮
題
）
と
し
て
出
版
を
予

定
し
て
い
る
。
今
で
は
確
認
が
難
し
く
な
っ

た
「
チ
チ
ブ
リ
ン
ド
ウ
」
や
「
ヘ
ラ
ハ
タ

ザ
オ
」
「
ブ
コ
ウ
マ
メ
ザ
ク
ラ
」
な
ど
絶

滅
危
惧
種
四
十
六
種
を
は
じ
め
、
貴
重
な

山
野
草
七
百
二
十
種
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹

介
。
今
も
山
野
に
分
け
入
り
撮
影
を
続
け

て
い
る
。

岡
﨑

ひ
ろ
し

（
元
毎
日
新
聞
記
者
・
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

山
野
草
に
魅
せ
ら
れ
て

2023・05・14

八木下由美子湊谷 達也松村 一男小泉 隆行野口 裕子富岡 章山元 雄二横田 英介蒔田雄一郎

田中 祐行

関根 朗山岡 和彦山中 崇之菅沼 茂夫岡﨑 久詩

山野草の撮影を続ける清水孝資さん



◇
八
潮
市
人
事
（
４
月
１

日
付
）
【
部
長
級
】
企
画

財
政
部
長
（
健
康
福
祉
部

長
兼
福
祉
事
務
所
長
）
香

山
庸
子
▽
総
務
部
長
（
市

民
活
力
推
進
部
長
）
鈴
木

圭
介
▽
健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長
（
健
康

福
祉
部
副
部
長
）
遠
藤
雅

之
▽
子
ど
も
家
庭
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長
（
子
育

て
福
祉
部
副
部
長
兼
子

育
て
支
援
課
長
）
小
林
健

一
▽
生
活
安
全
部
長
（
教

育
総
務
部
長
）
荒
浪
淳
▽

市
民
活
力
推
進
部
長
（
市

民
活
力
推
進
部
副
部
長

兼
都
市
農
業
課
長
兼
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
田

口
周
一

▽
建
設
部
長

（
建
設
部
副
部
長
兼
市
営

住
宅
課
長
）
金
子
和
広
▽

都
市
整
備
部
長
（
都
市
デ

ザ
イ
ン
部
副
部
長
）
小
倉

達
也
▽
都
市
整
備
部
理

事
（
国
土
交
通
省
よ
り
派

遣
）
春
山
大
樹
▽
会
計
管

理
者
（
総
務
部
副
部
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
書
記

長
）
熊
倉
祐
司
▽
監
査
委

員
事
務
局
長
兼
公
平
委

員
会
（
生
活
安
全
部
長
）

中
西
恵
一
▽
教
育
総
務

部
長
（
教
育
総
務
部
副
部

長
兼
教
育
総
務
課
長
）
千

葉
靖
志
▽
学
校
教
育
部

長
（
埼
玉
県
よ
り
派
遣
）

猪
原
誠
一

［［
退退
職職
］］
前
田
秀
明
（
企

画
財
政
部
長
）
▽
峯
岸
恒

元
（
総
務
部
長
）
▽
津
村

哲
郎
（
子
育
て
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長
）
▽
荒

川
俊
（
建
設
部
長
）
▽
中

村
史
朗
（
都
市
デ
ザ
イ
ン

部
長
）
▽
宮
下
泰
朗
（
会

計
管
理
者
）
▽
石
塚
清

（
監
査
委
員
事
務
局
長
兼

公
平
委
員
会
）
＝
３
月
31

日
付
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４
月
の
初
め
、
別
府
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
言
え

る
「
別
府
八
湯
温
泉
ま
つ
り
」
を
見
に
行
っ
て
き
た
。

例
年
、
４
月
第
１
週
の
週
末
を
中
心
に
開
催
。
今
年
は

１
０
９
回
目
で
、
３
月
31
日
の
金
曜
か
ら
、
４
月
３
日

の
月
曜
ま
で
４
日
間
行
わ
れ
た
。
む
、
ち
ょ
っ
と
待
て

よ
。１

０
９
回
目
!?
と
い
う
こ
と
は
、
毎
年
１
回
行
わ
れ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
も
う
１
０
９
年
間
も
続
い
て
い
る

わ
け
だ
。
随
分
と
歴
史
あ
る
行
事
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
、
詳
し
く
調
べ
て
み
た
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
１
９

１
０
年
（
明
治
43
年
）
に
現
在
の
別
府
商
工
会
議
所
の

前
身
、
別
府
商
業
会
が
「
温
泉
市
大
売
り
出
し
」
と
し

て
企
画
し
、
農
閑
期
の
11
月
に
開
催
し
た
の
が
始
ま
り

だ
と
い
う
。

そ
の
後
、
大
正
・
昭
和
の
時
代
を
経
て
、
祭
り
の
名

称
が
変
わ
り
、
戦
時
中
の
一
時
中
断
を
挟
ん
で
、
現
在

の
「
別
府
八
湯
温
泉
ま
つ

り
」
に
改
称
し
た
の
が
２

０
０
１
年
（
平
成
13
年
）

の
こ
と
。
以
来
、
別
府
八

湯
の
豊
か
な
温
泉
の
恵
み

に
、
感
謝
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
た
。

４
日
間
の
祭
り
を
通
し

て
、
最
大
か
つ
最
も
人
気

の
あ
る
祭
り
が
「
湯
ぶ
っ

か
け
ま
つ
り
」
で
、
文
字

通
り
温
泉
の
湯
を
ぶ
っ
か

け
る
。
今
年
は
４
月
２
日

の
日
曜
、
午
後
３
時
開
始

だ
っ
た
の
で
、
当
日
少
し

早
め
に
家
を
出
て
電
車
に

乗
り
、
３
時
前
に
別
府
駅

で
下
車
。
駅
前
通
り
を
見

る
と
、
す
で
に
大
勢
の
人

で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

車
の
通
行
を
禁
止
し
た
通

り
の
歩
道
に
は
見
物
人
、
車
道
に
は
神
輿
を
担
ぐ
人
の
群
れ
で
準
備
万

端
の
様
子
。
そ
し
て
午
後
３
時
、
大
音
響
で
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
鳴
り
出
す
と
、

一
斉
に
ホ
ー
ス
か
ら
温
泉
の
湯
が
吹
き
上
が
っ
た
。
歩
道
の
見
物
人

か
ら
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
の
は
、
そ
の
時
で
、
温
泉
の
湯
が
神
輿
に
向

け
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
歩
道
に
も
ぶ
ち
ま
か
れ
た
の
だ
か
ら
。

ホ
ー
ス
か
ら
吹
き
出
さ
れ
る
温
泉
湯
は
、
塊
の
状
態
で
空
か
ら
降

り
注
が
れ
る
の
で
、
神
輿
の
担
ぎ
手
だ
け
で
な
く
、
見
物
人
の
中
に

も
頭
か
ら
足
元
ま
で
、
ず
ぶ
濡
れ
状
態
の
人
が
続
出
。
約
30
分
の
間

に
ぶ
っ
か
け
ら
れ
た
温
泉
の
湯
は
、
な
ん
と
60
㌧
を
超
す
量
と
か
。

放
水
ホ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
温
泉
水
鉄
砲
や
温
泉
水
爆
弾
も
乱
れ
飛

ん
で
、
終
盤
に
は
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
最
高
潮
に
達
し
、
ほ
ぼ
狂
乱
状
態

に
。い

や
は
や
、
祭
り
と
言
っ
て
も
単
な
る
祭
り
で
は
な
く
、
奇
祭
そ

の
も
の
。
終
わ
っ
た
後
に
思
っ
た
の
だ
が
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
人

た
ち
は
、
そ
の
後
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
っ
、
そ
う
か
。
市
内

に
は
至
る
と
こ
ろ
に
共
同
温
泉
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
す
ぐ
に
駆
け
込

め
ば
、
風
邪
も
ひ
か
ず
に
済
む
か
‥
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
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本
郷
屋
斎
場

「
湯
ぶ
っ
か
け
ま
つ
り
」

熊倉 祐司千葉 靖志小倉 達也金子 和広

遠藤 雅之田口 周一小林 健一春山 大樹猪原 誠一

世

界

各

国

の

食

材

・

雑

貨

が

あ

り

ま

す

ハ
ラ
ー
ル
屋
台
村

八八

潮潮

スス

タタ

ンン

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

八
潮
市
八
潮
４
ー
８
ー
10

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
ハ
ラ
ー
ル

食
品
を
扱
う
フ
ー
ド
コ
ー

ト
併
設
の
ス
ー
パ
ー
マ
ケ
ッ

ト
が
３
月
、
八
潮
市
内
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
広
い
フ
ー

ド
コ
ー
ト
は
宗
教
、
国
籍

に
関
係
な
い
客
が
絶
え
る

こ
と
な
く
賑
わ
っ
て
い
た

＝
写
真
。

経
営
者
の
味
庵
・
ラ
ム

ザ
ン
・
シ
デ
ィ
ー
ク
さ
ん

（
54
）
は
、
「
こ
れ
ま
で

ハ
ラ
ー
ル
食
堂
の
客
層
は

単
身
者
が
多
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
家
族
連
れ
が
気
軽

に
こ
れ
る
店
を
開
業
し
た

か
っ
た
」
と
話
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
牛
肉
・

ト
リ
肉
、
チ
キ
ン
ソ
ー
セ
ー

ジ
や
ナ
ゲ
ッ
ト
、
調
味
料
、

果
物
の
ほ
か
、
女
性
の
ブ

ル
カ
等
を
販
売
。
「
食
堂

の
献
立
は
日
本
人
に
も
配
慮
。

市
場
も
品
揃
い
が
十
分
」
と
、

草
加
商
工
会
議
所
の
立
澤
恭

子
さ
ん
は
高
評
価
し
た
。

空
か
ら
大
量
の
湯
が
降
り
注
ぐ

「
湯

ぶ

っ

か

け

ま

つ

り

」

◇
越
谷
市
人
事
（
４
月

１
日
付
）
【
部
長
級
】
危

機
管
理
監
（
建
設
部
副
参

事
兼
河
川
課
長
）
湊
谷
達

也
▽
行
財
政
部
長
（
行
財

政
部
副
部
長
兼
財
政
課

長
）
野
口
裕
子
▽
地
域
共

生
部
長
（
総
合
政
策
部
副

部
長
兼
政
策
課
長
）
山
元

雄
二
▽
子
ど
も
家
庭
部

長
（
保
健
医
療
部
副
部
長

兼
保
健
総
務
課
長
）
富
岡

章
▽
環
境
経
済
部
長
兼

資
源
循
環
推
進
課
長
（
都

市
整
備
部
副
部
長
兼
都

市
計
画
課
長
）
田
中
祐
行

▽
越
谷
市
立
病
院
診
療

部
副
診
療
部
長
兼
内
科

部
長
（
越
谷
市
立
病
院
診

療
部
診
療
部
門
内
科
部

長
）
蒔
田
雄
一
郎
▽
越
谷

市
立
病
院
診
療
部
診
療

部
門
泌
尿
器
科
部
長
（
越

谷
市
立
病
院
診
療
部
診

療
部
門
泌
尿
器
科
副
科

部
長
）
横
田
英
介
▽
越
谷

市
立
病
院
診
療
部
診
療

部
門
麻
酔
科
参
事
（
越
谷

市
立
病
院
診
療
部
副
診

療
部
長
）
伊
藤
雄
策
▽
越

谷
市
立
病
院
看
護
部
長

（
越
谷
市
立
病
院
看
護
部

副
看
護
部
長
）
八
木
下
由

美
子
▽
消
防
長
（
地
域
共

生
部
長
）
中
井
淳
▽
議
会

事
務
局
長
（
議
会
事
務
局

次
長
兼
議
事
課
長
）
松
村

一
男
▽
教
育
総
務
部
長

（
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

事
務
局
次
長
兼
総
務
課

長
兼
議
会
事
務
局
長
兼

監
査
委
員
書
記
長
兼
公

平
委
員
会
書
記
長
）
小
泉

隆
行
▽
越
谷
・
松
伏
水

道
企
業
団
事
務
局
長
（
子

ど
も
家
庭
部
長
）
松
尾
雄

一
【
退
職
】
石
渡
敏
幸

（
危
機
管
理
監
）
▽
永
福

徹
（
行
財
政
部
長
）
▽
鈴

木
正
明
（
環
境
経
済
部
長
）

▽
石
井
義
之
（
越
谷
市
立

病
院
診
療
部
診
療
部
門

泌
尿
器
科
部
長
）
▽
松
岡

理
奈
（
越
谷
市
立
病
院
診

療
部
診
療
部
門
耳
鼻
咽

喉
科
部
長
）
▽
高
橋
尚
美

（
越
谷
市
立
病
院
看
護
部

長
）
▽
金
田
敬
司
（
消
防

長
）
▽
橋
本
勝
文
（
議
会

事
務
局
長
）
▽
鈴
木
功

（
教
育
総
務
部
長
）
▽
石

坂
正
幸
（
越
谷
・
松
伏
水

道
企
業
団
事
務
局
長
）
＝

３
月
31
日
付

◇
草
加
市
人
事
（
４
月

１
日
付
）
【
部
長
級
】
自

治
文
化
部
長
（
自
治
文
化

部
副
部
長
兼
健
康
福
祉

部
特
命
参
事
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
担
当
）
）

山
中
崇
之
▽
市
民
生
活

部
長
（
市
民
生
活
部
副
部

長
兼
健
康
福
祉
部
特
命

参
事
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
担
当
）
）
菅
沼

茂
夫
▽
会
計
管
理
者
（
上

下
水
道
部
副
部
長
兼
健

康
福
祉
部
特
命
参
事
（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
担
当
）
）
山
岡
和
彦
▽

市
立
病
院
副
院
長
（
市
立

病
院
副
院
長
兼
医
療
情

報
部
長
）
西
岡
良
薫
▽
市

立
病
院
副
院
長
兼
脳
神

経
外
科
部
長
兼
医
療
情

報
部
長
（
市
立
病
院
副
院

長
兼
脳
神
経
外
科
部
長
）

新
井
俊
成
▽
市
立
病
院

副
院
長
兼
医
療
安
全
部

長
兼
医
療
安
全
管
理
室

長
（
市
立
病
院
診
療
部
長

兼
泌
尿
器
科
部
長
兼
医

療
安
全
部
長
兼
医
療
安

全
管
理
室
長
）
鎌
田
成
芳

▽
市
立
病
院
事
務
部
長

（
市
立
病
院
事
務
部
副
部

長
兼
地
域
医
療
連
携
相

談
室
長
）
関
根
朗
▽
教
育

総
務
部
長
（
市
民
生
活
部

長
）
福
島
博
行

【
退
職
】
高
橋
知
之

（
自
治
文
化
部
長
）
▽
青

木
裕
（
教
育
総
務
部
長
）

＝
３
月
31
日
付

◇
吉
川
市
人
事
（
４
月

１
日
付
）
【
部
長
級
】
教

育
総
務
部
長
（
教
育
部
副

部
長
兼
教
育
総
務
課
長
）

岡
﨑
久
詩

【
退
職
】
中
村
詠
子
（
教

育
部
長
）
＝
３
月
31
日
付
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明日の夢を創る

頭
上
で
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
が
う
る
さ
い

ほ
ど
に
鳴
い
て
い
る
。
遠
く
か
ら
は
ウ

グ
イ
ス
の
澄
ん
だ
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

野
辺
に
眼
を
移
す
と
黄
色
や
白
な
ど
の

花
を
咲
か
せ
た
名
も
知
ら
ぬ
山
野
草
を

目
に
し
た
。
盆
地
の
丘
陵
を
探
索
し
て

い
る
と
う
ず
く
ま
り
小
さ
な
野
草
に
カ

メ
ラ
を
向
け
て
熱
心
に
撮
影
す
る
初
老

の
男
性
を
発
見
。

私
も
所
属
す
る
「
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
」
代
表
者
の
清
水
孝
資
さ
ん
だ
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
三
十
五
年
前
「
自
然
を

守
り
な
が
ら
の
活
用
も
考
え
よ
う
」
と

数
人
の
仲
間
で
活
動
を
始
め
た
。
動
植

物
、
渡
り
の
蝶
で
知
ら
れ
る
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
、
両
生
類
、
ホ
タ
ル
、
キ
ノ
コ
な

ど
を
研
究
す
る
人
ら
の
関
心
を
集
め
各

部
会
を
立
ち
上
げ
そ
れ
ぞ
れ
が
知
識
を

高
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
清
水
さ
ん
は
植
物
と
秩
父
の

祭
り
を
テ
ー
マ
に
今
の
自
然
と
郷
土
で
伝

承
さ
れ
る
祭
礼
を
記
録
す
る
の
に
追
わ
れ

て
い
る
。
祭
り
に
つ
い
て
は
５
年
前
に
地

元
百
貨
店
の
創
業
二
百
七
十
年
の
特
別
企

画
と
し
て
「
秩
父
の
ま
つ
り
写
真
展
」
を

開
催
し
た
。

「
塚
越
の
花
ま
つ
り
」
（
秩
父
市
上
吉

田
）
か
ら
「
浦
山
の
獅
子
舞
」
（
秩
父
市

浦
山
）
「
秩
父
夜
祭
」
（
秩
父
市
）
な
ど

九
十
二
か
所
で
伝
承
さ
れ
る
主
な
祭
り
を

写
真
で
紹
介
。
記
録
写
真
は
話
題
を
呼
び

５
日
間
の
会
期
中
は
連
日
大
盛
況
で
関
心

を
集
め
た
。

植
物
は
今
年
夏
ご
ろ
を
め
ど
に
「
秩
父

山
野
の
花
」
（
仮
題
）
と
し
て
出
版
を
予

定
し
て
い
る
。
今
で
は
確
認
が
難
し
く
な
っ

た
「
チ
チ
ブ
リ
ン
ド
ウ
」
や
「
ヘ
ラ
ハ
タ

ザ
オ
」
「
ブ
コ
ウ
マ
メ
ザ
ク
ラ
」
な
ど
絶

滅
危
惧
種
四
十
六
種
を
は
じ
め
、
貴
重
な

山
野
草
七
百
二
十
種
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹

介
。
今
も
山
野
に
分
け
入
り
撮
影
を
続
け

て
い
る
。

岡
﨑

ひ
ろ
し

（
元
毎
日
新
聞
記
者
・
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

山
野
草
に
魅
せ
ら
れ
て

2023・05・14

八木下由美子湊谷 達也松村 一男小泉 隆行野口 裕子富岡 章山元 雄二横田 英介蒔田雄一郎

田中 祐行

関根 朗山岡 和彦山中 崇之菅沼 茂夫岡﨑 久詩

山野草の撮影を続ける清水孝資さん



◇
三
郷
市
人
事
（
４
月

１
日
付
）
【
部
長
級
】
総

務
部
長
（
財
務
部
長
）
平

川
俊
之
▽
危
機
管
理
監

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

松
本
義
博
▽
財
務
部
長

（
福
祉
部
長
）
妹
尾
安
浩

▽
市
民
生
活
部
長
（
市
民

経
済
部
長
）
小
暮
勲
▽
地

域
振
興
部
長
（
総
務
部
理

事
兼
副
部
長
兼
人
事
課

長
）
田
中
照
久
▽
い
き
い

き
健
康
部
長
（
ス
ポ
ー
ツ

健
康
部
長
）
益
子
敏
幸
▽

い
き
い
き
健
康
部
理
事

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
担

当
）
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
部

理
事
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

策
担
当
）
）
森
泰
子
▽
い

き
い
き
健
康
部
理
事
兼

副
部
長
（
福
祉
部
参
事
兼

長
寿
い
き
が
い
課
長
）
原

山
千
恵
▽
福
祉
部
長
（
福

祉
部
副
部
長
兼
生
活
ふ

く
し
課
長
）
横
田
隆
宏
▽

福
祉
部
付
理
事
社
会
福

祉
協
議
会
派
遣
（
福
祉
部

付
参
事
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
）
浅
井
富
雄
▽
ま

ち
づ
く
り
推
進
部
長
（
ま

ち
づ
く
り
推
進
部
参
事

兼
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
長
）

城
津
守
▽
水
道
部
長
（
危

機
管
理
監
）
浮
田
勝
之
▽

消
防
長
（
消
防
本
部
次
長

兼
消
防
総
務
課
長
）
山
本

浩
文
▽
学
校
教
育
部
長

（
学
校
教
育
部
参
事
兼
指

導
課
長
）
菅
原
成
之
▽
議

会
事
務
局
長
（
総
務
部
長
）

島
村
徹
▽
行
政
委
員
会

事
務
局
長
兼
監
査
委
員

事
務
局
長
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
兼
農

業
委
員
会
事
務
局
長
（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
）
石
井
富
貴
和

【
退
職
】
三
瓶
正
宣
（
市

民
経
済
部
付
理
事
文
化

振
興
公
社
派
遣
）
▽
藤
丸

譲
司
（
水
道
部
長
）
▽
浅

香
一
雄
（
消
防
長
）
▽
魚

躬
隆
夫
（
学
校
教
育
部
長
）

▽
渡
辺
健
（
議
会
事
務
局

長
）
▽
森
里
美
（
監
査
委

員
事
務
局
長
）
＝
３
月
31

日
付

◇
松
伏
町
人
事
（
４
月

１
日
付
）
【
課
長
級
】
総

務
課
地
域
安
全
室
長
（
新

市
街
地
整
備
課
主
幹
）
大

貫
孝
司
▽
企
画
財
政
課

人
権
推
進
室
長
併
任
公

平
委
員
会
事
務
職
員
（
ま

ち
づ
く
り
整
備
課
主
席

主
幹
）
岩
本
等
▽
教
育
総

務
課
主
席
指
導
主
事
（
教

育
総
務
課
主
任
指
導
主

事
）
柳
橋
知
佳
子

【
退
職
】
梅
原
秀
人

（
企
画
財
政
課
人
権
推
進

室
長
併
任
公
平
委
員
会

事
務
職
員
）
＝
３
月
31
日

付
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新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

パ
ソ
コ
ン
で

こ
の
紙
面
を
作

成
し
て
い
た
ら

突
然
大
き
な
警

告
音
が
鳴
り
、

画
面
い
っ
ぱ
い

に
訳
の
わ
か
ら
な
い
ペ
ー

ジ
が
広
が
っ
た
。

「
ア
ナ
タ
の
パ
ソ
コ

ン
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
カ

ン
セ
ン
し
ま
し
た
。
ト

ロ
イ
の
木
馬
で
す
。
除

去
し
な
い
と
タ
イ
ヘ
ン

な
こ
と
に
な
り
ま
す
」
。

〝
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
〟

の
執
行
役
員
と
称
す
る

男
性
が
た
ど
た
ど
し
い

日
本
語
で
促
す
。

信
用
さ
せ
る
た
め
か

顔
写
真
も
送
り
つ
け
て

き
た
。
写
真
の
役
員
は

実
在
す
る
よ
う
だ
が
、

落
ち
着
い
て
考
え
れ
ば
、

執
行
役
員
の
エ
ラ
イ
さ

ん
が
末
端
の
実
務
を
処

理
す
る
訳
が
な
い
。

最
近
「
ウ
イ
ル
ス
が

検
出
さ
れ
た
」
と
偽
り

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
口
実

に
現
金
を
騙
し
取
る
犯

罪
が
横
行
す
る
と
か
。

ア
ラ
ー
ム
で
慌
て
さ
せ

考
え
る
余
裕
を
与
え
な

い
手
口
は
振
り
込
め
詐

欺
と
酷
似
。
ご
用
心
を
！

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

横田 隆宏原山 千恵山本 浩文城津 守

菅原 成之浅井 富雄

大貫 孝司柳橋知佳子

渡辺 健

58歳

◇
三
郷
市
副
市
長
（
議

会
事
務
局
長
）前田 秀明

58歳

◇
八
潮
市
副
市
長
（
企
画
財

政
部
長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
）

特

別

職

人

事

（
４
月
１
日
付
）

越
谷
商
工
会
議
所
人
事

（
４
月
１
日
付
）

◇
専
務
理
事
（
越
谷
市
議
会
事

務
局
長
▽
市
長
公
室
政
策
監
）

橋本 勝文

60歳

◇
草
加
市
副
市
長
（
県

報
道
長
付
副
報
道
長
）

髙橋 理絵

53歳

ハ

ナ

ミ

ズ

キ

秋
元
安
紀
元
県
議
（
右
か
ら
３
人
目
）
も
出
席
。
法
人

化
を
話
し
合
う
メ
ン
バ
ー
（
右
隣
は
卯
原
義
夫
会
長
）

ふ
る
さ
と
の
川
を
取
り
戻
そ
う
！

７
月
か
ら
市
民
活
動
を
本
格
化

綾
瀬
川
水
系
浄
化
運
動
委
員
会

草
加
市
内
を
流
れ
る

綾
瀬
川
水
系
の
浄
化
を

目
指
す
市
民
団
体
「
同

水
系
浄
化
運
動
委
員
会
」

（
卯
原
義
夫
会
長
）
は

４
月
23
日
会
合
を
開
き
、

７
月
上
旬
ま
で
に
団
体

の
一
般
社
団
法
人
化
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
を
決

め
た
。

検
討
さ
れ
て
い
る
事

業
活
動
は
、
①
浄
化
賛

同
へ
の
署
名
活
動
の
展

開
②
金
融
機
関
を
窓
口

と
し
た
募
金
活
動
③
行

政
当
局
に
対
す
る
神
明

排
水
機
場
の
浄
水
場
切

替
え
を
求
め
る
要
望
ー

な
ど
。

浄
化
運
動
委
相
談
役

の
秋
元
安
紀
・
元
県
議

は
「
市
民
に
よ
る
草
の

根
運
動
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
。
石
井
啓
一
・

元
国
交
大
臣
に
も
最
高

顧
問
に
な
っ
て
も
ら
う

予
定
だ
。
草
加
生
ま
れ

の
私
と
し
て
も
ぜ
ひ
実

現
し
た
い
」
と
話
す
。
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

５月14日(日)は新聞製作が休みのため

15日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす
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５月15日のテレビ・ラジオ番組欄は14日の朝刊に掲載します

次号６月は

11日(日)

発行予定

（1）

５５月月11 44 日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所
世界で活躍 バレエダンサー

草加出身 川西凜空さん19歳

り く

ルーマニア ブカレスト国立歌劇場所属

道

化

師

を

演

じ

る

川

西

さ

ん

＝
「
白
鳥
の
湖
」
ス
テ
ー
ジ
で
。

３歳でバレエを始め、草加市立

氷川小の卒業文集で「将来の夢は

世界に羽ばたくバレエダンサー」

と綴った川西凜空さん（19）。あ

れから７年。いまルーマニアの首

都ブカレスト国立歌劇場のバレエ

団に所属、脚光を浴びている。

小学生時代から国内の各種競技

会で優勝するなど頭角を示し、関

係者から「表現力が豊かで、役に

成りきる才能がある」と評された。

中１のとき、熊川哲也さん主宰

のＫバレエスクールに入り、高３

にはオーストリア・ウイーンで開

催のバレエプログラミングに参加。

この１年間の留学で才能を開花さ

せた。

２０２２年のヨーロピアン・バ

レエ・グランプリでは見事に優勝。

昨年５月開催のヘルシンキ―国際

バレエコンクールでも並み居る強

豪と共に難関のファイナリスト入

りを果たした。

ブカレストではときに週３回の

異なる演目があり、多彩な登場人

物をこなす。凜空さんは「表現力

を磨き、更なる高みを目指したい」

と、異国の地で熱き血を燃やす。


